
課題解決型福祉用具実用化開発支援事業 
平成30年度予算額 1.0億円（1.0億円） 

商務・サービスG 医療・福祉機器産業室 
03-3501-1562

事業の内容 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

国 民間企業等 
交付金 

事業イメージ 

事業目的・概要 
高齢者や障害者の自立の促進、活動を広げる製品や社会基盤の整
備、介護者の負担の軽減等、従来の福祉用具の研究開発・普及に
加えて、共生社会の構築等、新たな社会課題・ニーズへの対応が求め
られています。

具体的には、福祉用具の製品開発を担う民間企業とユーザー評価を
担う機関・個人（福祉施設、介護施設等）とが連携した開発・実用
化を支援します。

 また、解決が期待される課題の整理、共生社会の構築に向けて福祉
用具がもたらす効果の普及・情報発信を行います。 

 これらにより、高齢者や障害者、介護者の福祉の増進に寄与するととも
に、我が国福祉用具産業の競争力強化を図ります。

成果目標 
本事業による助成終了後、3年経過した時点で、50％以上の製
品について市場化されていることを目指します。

Ⅰ.高齢者及び障害者のQOL効用を目指した機器 

【軽量で走破性に優れる電動車椅子の前輪とモーター】 
オムニホイールの軽量化及び静音で高効率小型なブラシレス
モーターによる駆動部の開発により、既存製品に比べ高いデザ
インや走破性を維持したまま軽量でポータビリティの優れた電
動車椅子を開発。

Ⅱ.介護者の負担を軽減する機器 

【ワンタッチ操作で移乗支援できる車椅子型移乗器】 
 要介護者が座った状態から一旦腰を上げ、ワンタッチ操作で
座面をセットしてその場に腰を下ろすだけで移乗できる機器を
開発。 

【多機能で簡易な下向き動作補助手摺棒装架腰掛】 
 高さ調節・回転機能を持ち、丸棒手摺と腰掛を一体化させ
た、高齢者の下向き動作（靴の脱ぎ履きなど）補助を目的
とした腰掛を開発。 

(研)新エネルギー・
産業技術総合開発
機構(NEDO) 

補助 
(2/3、1/2) 

委託 

※補助上限額：2,000万円

「福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律」において、以下についてNEDO
が行う業務として規定。 
①産業技術の実用化に関する研究開発であって、福祉用具に係る技術の向上に資す
るものを助成すること。
②福祉用具に関する産業技術に係る情報の収集及び①の業務の対象となる者に対す
る当該情報の提供その他の援助を行うこと。 

特記事項 

Ⅲ.高齢者の日常動作を支援する機器 
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